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ADR の説明 

 

ADR とは 

（この説明は他の文献から引用したものを含みます） 

ＡＤＲ（Alternative Dispute Resolution）は裁判外紛争解決手続と訳した呼

ばれ方をしています。つまりは、仲裁，調停，あっせんなどの，裁判によらな

い紛争解決方法を広く指すものです。例えば，裁判所において行われている民

事調停や家事調停もこれに含まれますし，行政機関（例えば建設工事紛争審査

会，公害等調整委員会など）が行う仲裁，調停，あっせんの手続や，弁護士会，

社団法人その他の民間団体が行うこれらの手続も，すべて裁判外紛争解決手続

に含まれます。 

 このようなところから見て裁判外紛争解決手続を定義すれば，「訴訟手続に

よらず民事上の紛争を解決しようとする紛争の当事者のため，公正な第三者が

関与して，その解決を図る手続」のような意味になりそうです。 

「裁判外紛争解決手続の利用の促進に関する法律」（いわゆるＡＤＲ法）が可決，成

立し，平成１６年１２月１日に公布されました。 

法務省のリーフレットではイラスト入りで解説されています。 

こ こにはそのリーフレッ トを複写加工したものを引用して紹介します。



境界問題相談センター おおさか http://www.kyokai-osaka.jp 
※法務省のリーフレットより引用 

 

 



境界問題相談センター おおさか http://www.kyokai-osaka.jp 
※法務省のリーフレットより引用 

 



境界問題相談センター おおさか http://www.kyokai-osaka.jp 
※法務省のリーフレットより引用 

 



境界問題相談センター おおさか http://www.kyokai-osaka.jp 
※法務省のリーフレットより引用 

 


